
 
まなぶひと 

TAKE FREE 

2019.7月号 

学ぶひととき、 
学ぶひとたち  
を応援します。 

東北大学関連イベント・インフォメーション 

東北大学 まなび情報誌 

―
交
わ
る
「
哲
学
の
道
」
―

Vol.57 



 

1. ごあいさつ    ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２

2. 社会に活きる東北大学  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３

3. 特集 史料館企画展「西田幾多郎と東北大学ゆかりの人々」 ・・・・・４

4. イベントカレンダー    ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６

5. イベント詳細情報 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１０

6. 一般公開施設一覧 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１８

7. キャンパスマップ  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１９

２０１９ 7 月号 
Vol．０５７ 

■もくじ

まなぶひと 

■ごあいさつ

―東北大学 まなび情報誌「まなぶひと」― 

 大学は学生や研究者のためのもの、と思ってはいませんか？実はそうでもありません。東北大学は、 
さまざまな分野での研究成果や保有する資産・空間を、地域のみなさまと広く共有したいと考えています。 
そこで生まれたのが、この「まなぶひと」。 
東北大学が実施しているさまざまな公開講座、講演会、コンサート、企画展や公開施設など、地域の 

みなさまに広くご参加、ご来場いただきたいイベント情報等をお届けいたします。 
「まなび」を愛するみなさまの「まなぶひととき」にお役立ていただければ、幸いです。 

東北大学 まなび情報誌 

表紙：西田幾多郎、田辺元、高橋里美ら著書（東北大学附属図書館蔵） 
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■東北大学における主な社会連携事業

社会に活きる東北大学
■暮らしに息づく、身近な東北大学を目指して。

大学の使命はまず、教育・研究を通じて社会に有意な人材を輩出し、最新の研究成果を生み出してい
くことですが、もう一つ、大切な使命があります。それは地域社会との連携です。  
 東北大学は日本を代表する大学であるべきと同時に、東北、宮城、そして仙台に深く根付いた、地域
のみなさまに身近な大学でなければなりません。 
 実践的なフィールドワーク、社会のニーズに応じたテーマの研究、また様々な文化事業などの社会連
携活動を積極的に推進し、地域のみなさまに寄り添い、ご支援をいただけるよう努めていきたいと考え
ています。 
みなさまの暮らしの中でともに歩み続ける東北大学に、どうぞご期待ください。 

公開講座・講演会

•市民のためのサイエンス講座
•東北大学レクチャーシリーズ
•サイエンスカフェ・リベラルアーツサロン

文化事業

•川内萩ホールフォーシーズンズ・プログラム
•かたひらロビーミニコンサート
•歴史的資産の保存・公開 等

出前授業

•減災教育「結」プロジェクト
•楽しい理科の話
•サイエンスデイ

地域連携

•中高校生職場体験、学校訪問
•仙台七夕花火祭
•アカデミックツーリズム

コンベンションの推進

•コンベンション誘致に関する窓口の設置
•コンベンション開催、学校等主催行事への供与
•百周年記念会館川内萩ホールの運営

施設公開

•東北大学史料館
•総合学術博物館・理学部自然史標本館
•東北大学植物園
•東北大学附属図書館

ち い き 

社会 
地域・企業 東北大学 

大学への共感・ご支援 

大学の教育・研究成果の還元・共有 

東北大学をもっと身近に。もっとおトクに。萩友会。 
萩友会はどなたでもご入会いただけます。大学を楽しむプレミアムなパスポート、ゲットしませんか？ 

  

しゅうゆうかい 

東北大学萩友会 TEL:022-217-5059 
  しゅうゆうかい  検索 

【会費】プレミアム会員：1,000 円/年 永年会員：50,000円

【特典例】総合学術博物館・植物園入場無料、川内萩ホールフォー
シーズンズ・プログラム割引優待、講演会のご案内など。目印⇒⇒
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―

交
わ
る
﹁
哲
学
の
道
﹂―

特集：史料館企画展「⻄⽥幾多郎と東北⼤学ゆかりの⼈々」

⻄⽥幾多郎。
⽇本を代表する哲学者である彼の名に⽿馴染みがなくとも、
彼が思索に耽った道が京都の「哲学の道」であると聞けば、
その偉⼤さに思い⾄ることは容易いだろう。
「⽇本最初の哲学書」と呼ばれる『善の研究』を発表し、⻄
洋哲学とは異なる視点での「⻄⽥哲学」と呼ばれる世界に名
⾼い独⾃の思索体系を築いた彼の元には、全国から幾⼈もの
俊才が集まり「京都学派」と呼ばれる⼀⼤学派を作り上げる
に⾄った。
⻄⽥といえば京都帝国⼤学の印象が強いが、実は⻄⽥の恩師、弟⼦、そして
姪など、⻄⽥ゆかりの⼈物がかつての東北⼤学にも多くいたことはご存知だ
ろうか。
20 世紀の初頭、世界で科学哲学が発展し、⽇本の近代教育が育っていった時
代、近代⽇本における哲学の巨⼈である⻄⽥と彼を取り巻いた⼈々が、開学
間もない東北帝国⼤学とどのような関わりを持っていたのか、その⼀端を紹
介することとしたい。

〇⻄⽥哲学とは？
⻄⽥が⽣み出し、作り上げていった⻄⽥哲学、京都学派とはどのような学問
体系なのか？その詳細はここでは紹介し負えないが、⻄⽥は、⾃⾝の参禅の
経験と近代哲学とを融合させ、主観と客観を対⽴させて捉えてきた⻄洋哲学
では解ききれない問いへの解を得ようと、思索を深めていったという。
当時の⽇本は、⻄洋からさまざまな科学技術や思想が輸⼊され、それを基に
学問を深めていくのが主流であった。しかし⻄⽥は、ただ⻄洋から受け⼊れ
るだけではない、純粋で独創性のある思索・研究を続け続け、それに共鳴す
る形で、⽇本独⾃の学問研究を希求する「京都学派」が発展していったので
ある。

〇⻄⽥の後継者と「科学概論」
⻄⽥の後継者とされる⽥辺元は、⻄⽥とともに京都学派を発展させていった
中⼼⼈物の⼀⼈であるが、⽥辺は、東北帝国⼤学においても講師として教鞭
をとっていた。
⽥辺が受け持ったのは「科学概論」という授業である。哲学者である⽥辺が

「科学概論」を受け持つことは⼀⾒不思議に感じるかもしれないが、
当時 20 世紀の初頭は、量⼦概念の発⾒や相対性理論など、物理学、
数学の基礎を揺るがす発⾒が相次ぎ、それはすなわち哲学的基礎を
揺るがす⼀⼤事件でもあった。そんな時代、数理哲学を専⾨とした
⽥辺の知⾒は当時の哲学界を⾵靡し、その⽥辺を
初代講師に据えた東北帝国⼤学の「科学概論」の
授業は⾮常に先進的だったといえるだろう。

京都市左京区の若王⼦から銀閣寺まで琵琶
湖疏⽔分線沿いに巡らされた「哲学の道」。
（提供：⽯川県⻄⽥幾多郎記念哲学館） 1922 年にドイツのハルレより送られた⽥辺から

⻄⽥への絵葉書。⽯川県⻄⽥幾多郎記念哲学館蔵。
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期間：2019/7/1（⽉）〜 7/31（⽔） 期間中無休、⼊場料：無料
開館時間：10:00-17:00（⼟⽇祝⽇は 16:30 まで、7/13 は 17:00 まで）

東北⼤学史料館 企画展
⻄⽥幾多郎⽣誕の地・ゆかりの地交流事業
 「⻄⽥幾多郎と東北⼤学ゆかりの⼈々」

〇⻄⽥の姪と東北⼤学
さて、⻄⽥の姪（妹の娘）、⾼橋ふみも東
北帝国⼤学で学んだ⼥⼦学⽣の⼀⼈であ
る。ふみは 1926 年に東北帝国⼤学に⼊学
し、法⽂学部哲学科で哲学を学んだ。卒業
後は⻄⽥の論⽂のドイツ語翻訳も⼿掛けて
いる。伯⽗を慕い尊敬し、同じ哲学の道を
志したふみであったが、本来であれば、⻄
⽥が教授を務めていた京都で学問を修めた
かったに違いない。
しかし当時、⼥⼦学⽣を受け⼊れていた帝
国⼤学は東北帝国⼤学などごく限らたもの
だった。東北帝国⼤学は 1913 年に⽇本で
初めて⼥⼦の⼊学を認めた帝国⼤学である
が、その時の総⻑北条時敬は⻄⽥の少年期
からの恩師であるから、これも⻄⽥と東北
⼤学の浅からぬ縁を感じるところである。
実際、京都⼤学が⼥⼦学⽣の⼊学を受け⼊
れたのは戦後、
1946 年。今に続く
⾨⼾開放の理念の
もと、いち早く⼥
⼦の⼊学を認めた
東北帝国⼤学で、
ふみは⾃⾝の⾼い
志を貫くことがで
きたのである。

〇交わる「哲学の道」
⻄⽥⾃⾝も東北帝国⼤学を訪れ、講演を
⾏っている。1935 年 9 ⽉。当時法⽂学部
の教授で後に第 9代東北⼤学総⻑となる⾼
橋⾥美は、講演時の⻄⽥の様⼦を振り返り
「形⽽上学そのものがそこに⽴っているよ

うだ」と表
現した。講
演は聴講し
た⼈々に刺激を与え、新たな論⽂の執筆
や活発な議論につながったという。
⾃⾝の「哲学の道」を⾒つめ、極めていっ
た⻄⽥幾多郎。その道に先導された若者、
横切った若者、あるいは遠くから⾒つめ
なおした若者。たくさんの⼈々が彼の道
をそれぞれの形で辿ったことだろう。
様々な思いが交わる「哲学の道」は、こ
の東北⼤学にも引き継がれている。

講演会

2019/7/13（⼟）
⽚平さくらホール
13:00-15:30
定員 100 名 無料 
要申込（先着順） 

キャンパスツアー
同⽇ 10:00-11:30
定員 20 名 無料
要申込（先着順）

※申込・問合せ：⽯川県⻄⽥幾太郎記念哲学館
 TEL：076-283-6600 

主催／石川県西田幾多郎記念哲学館（かほく市）共催／東北大学史料館　協力／東北大学附属図書館

東北大学史料館
○入場料／無料　○申込不要　期間中無休
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【交通アクセス】
●  JR 仙台駅西口から徒歩 15 分
● 仙台市営バス「仙台駅前」から 
 「東北大正門前」下車（約 5分）

20197/1（月）―7/31（水）
10：00 ～ 17：00 
※土日祝日は16:30まで、講演会日は17:00まで

展
示
会

東北大学 片平さくらホール 2階・会議室
○定 員／ 100 名　○参加費／無料 
○申 込／要申込（先着順）※定員になり次第締切とさせていただきます。

2019 7/13（土）
13：00 ～ 15：30（開場 12：30） 
※講演会後は史料館でギャラリートークを行います。

 【講 師】 野家啓一（東北大学名誉教授） 

「東北大学と科学哲学の伝統」

加藤　諭（東北大学史料館准教授） 

「東北帝国大学草創期における法文学部」

講
演
会

2019
 7/13（土）10：00 ～ 11：30

【案内人】加藤　諭（東北大学史料館准教授）
○定 員／ 20 名　○参加費／無料 
○申 込／要申込（先着順）※定員になり次第締切とさせていただきます。

キャンパスツアー

石川県西田幾多郎記念哲学館
〒929-1126石川県かほく市内日角 井１　TEL 076-283-6600　FAX 076-283-6320 
URL：http://www.nishidatetsugakukan.org　E-mail：nishida-museum@city.kahoku.lg.jp 
■ facebook はじめました。イベント関連情報も随時更新中です。

お申し込み 
お問合せ先

写真：東北大学史料館（昭和 12年）
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写真：幾多郎と三宅剛一（右）
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が
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介
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西
田
幾
多
郎
と 

東
北
大
学 

ゆ
か
り
の
人
々

三太郎の⼩径に
は、川内萩ホー
ルの北側などか
ら。⼤⼿⾨跡を
抜けて仙台城三
の丸跡には阿部
次郎の碑もある。

東北⼤学史料館に保管されている⾼橋ふみの学⽣原簿。
「性質」は「淡泊」で、「好奇⼼に冨み勤勉」とある。

〇仙台版「哲学の道」？〜三太郎の⼩径〜

⻄⽥と同時代の哲学者に、東北帝国⼤学法
⽂学部美学講座の教授を務めた、阿部次郎
がいる。彼が記した『三太郎の⽇記』は、
⻄⽥の『善の研究』とともに当時のエリー
ト学⽣の必読書であった。東北⼤学の川内
キャンパスには、散歩好きだった阿部次郎
にちなみ「三太郎の⼩径」と名付けられた
⼩径が今も残されている。緑に囲まれた⼩
径には欅や銀杏の⼤⽊も聳え、千貫沢の沢
⾳や野⿃の声を聴きながら思索に耽るのも
楽しい。

⻄⽥の講演を知らせ
る学内⽂書。演題は
「歴史的実在の世界」。
9 ⽉ 25 ⽇から 3 ⽇間
開催された。東北⼤
学史料館蔵。
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 区分 開催日 イベント名 会 場 時 間 問合わせ先・その他 

MOOC 
【受付中】 

講座ごと 
東北大学MOOC 

 
オンライン 
（一部対面学習あり） 

随時 東北大学オープンオンライン
教育開発推進センター 
無料 

企画展 
【申込不要】 

5/17(金)-
6/26(水) 

史料館 ミニ企画展「大
正・昭和のはじまりと東北
帝国大学」 

東北大学史料館 
2階展示室 
 
■片平キャンパス 

10:00-17:00 東北大学史料館 
TEL:022-217-5040 
無料 

公開講座 
【募集中】 

6/16(日) 信頼ギャザリング＠仙台 エクステンション
教育研究棟６階講義室 A 
 
■片平キャンパス 

13:00-18:00 経済学研究科・西出研究室  
yuko.nishide.c8@tohoku.ac.jp 
無料/対象:学生・一般 
定員:90 名/web 申込 

公開講座 
【募集中】 

6/21(金) 理学部キャンパスツアー 
ぶらりがく「ホタルの光を
化学する⁉」 

理学研究科合同 C棟
2階多目的室 
 
 
 
■青葉山キャンパス 

18:30-19:30 理学研究科・理学部 
広報・アウトリーチ支援室 
TEL:022-795-6708 
無料/対象:一般(中学生
以下保護者同伴) 
定員:先着 50名/web申込  

フィールドワーク 
【募集中】 

6/23(日) 青葉山・八木山フット
パス令和元年度第一回フィ
ールドワーク「青葉山丘陵
の古層を探る」 

集合：たまきさんサロン 
（環境科学研究科本館 1 階） 
 
 
■青葉山キャンパス  

[レクチャー] 
10:30-11:30 
[フィールドワーク]  
11:30-15:00 

青葉山・八木山フッ
トパスの会事務局 
TEL:070-5091-4896 
参加費:500 円/電話, 
メール申込/締切:6/17 

コンサート 
【発売中】 

6/23(日) 川内萩ホールフォーシーズンズ
・プログラム 2019-2020 vol.2
「中川晃教コンサート 2019」 

百周年記念会館 
川内萩ホール 
 
 
 
 
 
 
■川内キャンパス 

14:00開演 
13:30開場 

河北新報社事業部 
TEL:022-211-1332 
(平日 10:00-17:00) 
S 席:\5,500,A 席\4,500,
学生席(大学生以下)\3,000 
萩友会プレミアム会員/S 席:\4,500 
※未就学児童入場不可 
※学生席は河北チケットセンターのみ扱い。 
※萩友会プレミアム会員割引あり 
※チケ得対象 

公開講座 
【募集中】 

6/26(水) たまきさんサロン サロン講座
「生産者と消費者が一緒に
育む、持続可能な食環境を
目指して」 

たまきさんサロン
（環境科学研究科本館 1 階） 
 
 
 
■青葉山キャンパス 

18:30-20:00 せんだい環境学習館たまきさんサロン 
TEL:022-214-1233 
無料/42名(小学生以
下保護者同伴)※抽選
メール,はがき,FAX 申込 
締切:6/19 

E v e n t  C a l e n d a r  

 

2019.6.15 ～ 2019.8 東北大学関連 イベントカレンダー 
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区分 開催日 イベント名 会 場 時 間 問合わせ先・その他 

公開講座 
【申込不要】 

6/28(金) 第 165回サイエンスカフェ
「地球の中はどんな世界？
＆鉱物のフシギ」 

せんだいメディアテーク 
1階オープンスクエア 

18:00-19:45 社会連携課社会連携推進係  
TEL:022-217-5132 
無料/1Drink付 
※サイエンスカフェポイント対象  

公開講座 
【募集中】 

6/29(土) The 3rd FRIS-TFC 
Collaboration Event 「これ
がブラックホールだ！ 〜第
一線の研究者が語る真実〜」 

知の館 3階講義室 
 
 
 
■片平キャンパス 

13:30-15:00 
13:00開場 

学際科学フロンティア研究所事務室（橋本） 
TEL:022-795-5755 
無料/対象:高校生以上
(小・中学生保護者同伴) 
先着 100名/web 申込 

公開講座 
【募集中】 

6/29(土) たまきさんサロン サロン講座
「お花を植える土を作ろう！
〜廃泥土のリサイクル〜」 

集合：たまきさんサロン 
（環境科学研究科本館 1 階） 
 
 
■青葉山キャンパス 

13:30-15:00 せんだい環境学習館
たまきさんサロン 
TEL:022-214-1233 
無料/小学 4年生以上の
子どもと保護者 15組※抽選
メール,はがき,FAX 申込 
締切:6/18 

企画展 
【申込不要】 

7/1(月)-
7/31(水) 

史料館 特別展「西田
幾多郎と東北大学ゆかりの
人々」 

東北大学史料館 
2階展示室 
 
■片平キャンパス 

10:00-17:00 
[土日祝]16:30 まで 
[7/13]17:00まで 

東北大学史料館 
TEL:022-217-5040 
無料 

公開講座 
【募集中】 

7/3(水), 
7/10(水), 
7/17(水), 
7/24(水) 

みやぎ県民大学「グリ
ーンテクノロジーのための
材料とデバイス」 

多元物質科学研究所  
南総合研究棟 2 
1階大会議室 
 
 
 
 
■片平キャンパス 

15:00-17:00 多元物質科学研究所 総務係  
TEL:022-217-5204 
無料/対象:18歳以上
の宮城県民の方/先着
50名/住所,氏名,職業, 
連絡先,性別,年齢を明記
の上はがき,FAX 申込 
締切:6/26 

公開講座 
【申込不要】 

7/11(木) グローバル社会イノベ
ーター・セミナー【国際機関編】
「国際機関における組織管
理と協働」 

文科系総合講義棟
経済学部第一講義室 
 
■川内キャンパス 

8:50-10:20 経済学研究科・西出研究室  
yuko.nishide.c8@tohoku.ac.jp 
無料/対象:学生・一般 
定員:100名 

公開講座 
【申込不要】 

7/11(木) グローバル社会イノベ
ーター・セミナー【キャリア編】
「国際社会におけるキャリ
ア構築」 

文科系総合講義棟
経済学部第一講義室 
 
■川内キャンパス 

10:30-12:00 経済学研究科・西出研究室  
yuko.nishide.c8@tohoku.ac.jp 
無料/対象:学生・一般 
定員:100名 

公開講座 
【申込不要】 

7/12(金) 第 166回サイエンスカフェ
「毒なのに体に必要なモノ
って何？〜体のことを知っ
て薬を作る〜」 

せんだいメディアテーク 
1 階オープンスクエア 

18:00-19:45 社会連携課社会連携推進係  
TEL:022-217-5132 
無料/1Drink付 
※サイエンスカフェポイント対象  

15 
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13 

14 

最新のイベント情報はこちらから☞ 
いろんなコラムも掲載中！ 
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区分 開催日 イベント名 会 場 時 間 問合わせ先・その他 

講演会ほか 
【募集中】 

7/13(土) 史料館 特別展「西田
幾多郎と東北大学ゆかりの
人々」講演会およびキャン
パスツアー 

片平さくらホール 
 
 
 
■片平キャンパス 

[講演会] 
13:00-15:30 
12:30開場 
[キャンパスツアー]  
10:00-11:30 

石川県西田幾多郎記念哲学館 
TEL:076-283-6600 
無料/定員:(講演会)先着 100 名,
(キャンパスツアー)先着 20 名 
TEL,FAX,メール申込 

公開講座 
【申込不要】 

7/16(火) 第 11 回東北大学病院 
肝臓病教室 

東北大学病院外来 1 階 
キャンサーボード室 
 
■星陵キャンパス 

15:00-16:00 肝疾患相談室 
TEL:022-717-7031 
無料 

公開講座 
【申込不要】 

7/20(土) 第 63 回 IRIDeS 金曜フォーラム
「平成 30年度共同研究成果
報告会およびプロジェクト
エリア・ユニット報告会」 

災害科学国際研究所
１階 会議・セミナー室 
 
■青葉山キャンパス 

9:00-17:00 災害科学国際研究所 広報室  
TEL:022-752-2049 
無料 

公開講座 
【募集中】 

7/20(土), 
8/17(土), 
9/14(土), 
10/19(土), 
11/16(土) 

2019年度東北大学 
植物園市民公開講座 

植物園本館講義室 
 
 
 
 
■川内キャンパス 

13:30-15:00 東北大学植物園公開講座係  
TEL:022-795-6760 
無料(別途入園料 230円)
各回先着 80 名/往復はがき
メール,FAX 申込締切:6/24 
※萩友会プレミアム会員入園無料 

公開講座 
【募集中】 

7/30(火), 
7/31(水) 

加速キッチン 〜サイ
クロ流地球にない原子〜 

サイクロトロン・
ラジオアイソトー
プセンター 
 
■青葉山キャンパス 

9:00-18:30 サイクロトロン・ラジオアイソ
トープセンター加速キッチン係 
TEL:022-795-7808 
無料/対象:中学生,高校生
高専生/定員:8 名 
web申込/締切:6/21 

公開講座 
【募集中】 

8/1(木)-
8/2(金) 

第 89 回金属材料研究所
夏期講習会 

金属材料研究所・
材料科学高等研究所 
 
 
■片平キャンパス 

[8/1]10:30-18:10 
[8/2]10:00-17:00 

金属材料研究所総務課総務係 
TEL:022-215-2181 
受講料:(一般)12,000 円,
(学生)4,000円/定員:60名 
web申込/締切:7/24 

企画展 
【公開中】 

常設 「かわうち今昔ものが
たり」 

川内萩ホール 
 
■川内キャンパス 

火曜休館 川内萩ホール 
TEL:022-795-3391 
無料 

 
萩友会プレミアム会員に
なるとお得がいっぱい！ 

鑑賞券のご提示で 
お得なサービス！ 

※当該記載事項は、6 月 10 日現在の情報です。記載内容等に変更がある場合もあります
ので、詳細については、別添のチラシを参照するか、問い合せ先にご確認ください。 

※萩友会のプレミアム会員は、割引価格でチケットを購入、また東北大学の一部施設への
入館・入園料が無料になります。萩友会への加入方法や割引特典等の詳細は、「萩友会」
で検索していただくか、東北大学萩友会（022-217-5059）までお問い合わせください。 

※博物館・植物園の窓口では萩友会会員証をご提示ください。 
※開催日が迫っているもので申し込みが必要なものは、すでに募集を締め切っている場合
がありますので、必ず問い合せ先にご確認ください。また、募集期間が過ぎているもの
でも、定員に余裕がある場合は、参加申し込みを受け付ける場合もありますので、問合
せ先にご確認ください。 

  

新たなスタンプカードの配布は終了しました。 

18 

16 

17 

20 

21 

 

最新のイベント情報はこちらから☞ 
いろんなコラムも掲載中！ 

19 

22 
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東北大学関連 

イベント詳細情報 

2019.6.15～ 

各イベントのチラシをほぼ開催日順に掲載しています。 
掲載事項（開催日時、イベント名、会場など）は 

変更になる場合があります。 
詳細は各お問い合せ先にご確認ください。 
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Tohoku

University

MOOC

「
」T Massive Open Online Courses

ＭＯＯＣＭＯＯＣ

                

「 」

「 」

「 」

「 」

「 」

「 」

LINEUP

4 11 15 4

   好 評
発売中！

売上の７％が東北大学基金に寄附されます

●商品概要
オリジナルレトルトカレー
「川内第２食堂普通カレー」

販売元 ： 東北大学生協
発　売 ： 2018年9月20日
内容量 ： 200グラム
価　格 ： 1箱378円（税込み）

https://www.tohoku.u-coop.or.jp/shopping/goods/

普通カレー
川内第２食堂

～人はそれを貧食カレーと呼んだ！～

1967年の開店以来、東北大学生の胃袋と懐を支え、惜しまれつつも2008年に
四十余年の歴史に幕を下ろした川内第２食堂（教養部第２食堂）。
「貧食」の愛称で親しまれた食堂の定番メニュー「普通カレー」を当時を知る
卒業生と元店長監修のもと復刻しました。

【製品に関するお問い合わせ】    
   東北大学生協さくらショップ
  電     話：022-264-0706
E-mail：hsb*tohoku.u-coop.or.jp
 （*を＠に置き換えてください）

★ 通信販売でお求めいただけます
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テクルペは東北大学の来訪者向けウェブサービスです。

公開施設 交通

買い物 散策イベント 食事

12



第163回
サイエンスカフェ

第165回
サイエンスカフェ

第164回
サイエンスカフェ

第166回
サイエンスカフェ

第60回
リベラルアーツサロン

東
北
大
学
二
〇
一
九
年
度
前
期
プ
ロ
グ
ラ
ム

第58回
リベラルアーツサロン

第59回
リベラルアーツサロン

第167回
サイエンスカフェ

第168回
サイエンスカフェ

各回とも

18：00
19：45

▶

清和 研二 教授［農学研究科］

多種共存の森
～その仕組みと恵み～
多種共存の森
～その仕組みと恵み～
多種共存の森
～その仕組みと恵み～

場所：せんだいメディアテーク1階
オープンスクエア

場所：せんだいメディア

4/19金4/19金

地球の中はどんな世界？地球の中はどんな世界？ 
＆ 鉱物のフシギ＆ 鉱物のフシギ
栗林 貴弘 准教授［理学研究科］

場所：せんだいメディアテーク1階
オープンスクエア

場所：せんだいメディア

6/28金6/28金

渡邉 賢 教授［工学研究科］

超臨界で天然物がお宝に？
～新しい食品加工と廃棄物処理技術～
超臨界で天然物がお宝に？
～新しい食品加工と廃棄物処理技術～
超臨界で天然物がお宝に？
～新しい食品加工と廃棄物処理技術～

場所：せんだいメディアテーク1階
オープンスクエア

場所：せんだいメディア

8/30金8/30金

西 羽美 准教授［情報科学研究科］

生命の部品、タンパク質 
～その形と働きをコンピュータで理解する～
生命の部品、タンパク質
～その形と働きをコンピュータで理解する～
生命の部品、タンパク質 
～その形と働きをコンピュータで理解する～

場所：せんだいメディアテーク1階
オープンスクエア

場所：せんだいメ

5/155/15

斎藤 芳郎 教授［薬学研究科］

毒なのに体に必要なモノって何？
～体のことを知って薬を作る～
毒なのに体に必要なモノって何？
～体のことを知って薬を作る～
毒なのに体に必要なモノって何？
～体のことを知って薬を作る～

場所：せんだいメディアテーク1階
オープンスクエア

場所：せんだいメディア

7/12金7/12金

水水

水水

張替 秀郎 教授［医学系研究科］

がんを免疫で治すがんを免疫で治すがんを免疫で治す

場所：せんだいメディアテーク1階
オープンスクエア

水水
場所：せんだいメ

9/189/18

場所：東北大学片平キャンパス
片平北門会館 2階　エスパス

場所：東北大学片平キャ

5/31金5/31金

謎の漢文を解読せよ謎の漢文を解読せよ 
―なぜ『西遊記』は漢文の教科書に―なぜ『西遊記』は漢文の教科書に
載らないのか？―載らないのか？―
勝山 稔 教授［国際文化研究科］

齋藤 智寛 准教授［文学研究科］

人間の本性は善か悪か人間の本性は善か悪か人間の本性は善か悪か

場所：せんだいメディアテーク1階
オープンスクエア

場所：せんだいメデ

8/9金8/9金

千葉 聡 教授［東北アジア研究センター］

取扱い注意な生物多様性取扱い注意な生物多様性取扱い注意な生物多様性

場所：せんだいメディアテーク1階
オープンスクエア

場所：せんだいメディア

9/20金9/20金

※開催曜日にご注意ください。 ※開催場所にご注意ください。

※開催曜日にご注意ください。

022-217-5132 東北大学 サイエンスカフェ

※テーマ・講師等は予告なく変更となる場合があります。
※開催の様子をカメラ等で撮影し、動画や写真を広報等に使用する
場合がありますのでご了承ください。

サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ
、
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
サ
ロ
ン
は

東
北
大
学
が
主
催
す
る

「
学
問
を
も
っ
と
身
近
に
、
も
っ
と
楽
し
く
す
る
」

参
加
型
の
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

知
の
匠
と
語
り
合
う

贅
沢
な
時
間
。

参加費無料
事前申込不要

サイエンスがもっと楽しくなるティータイム
科学者が、科学に関心のある方々と飲み物を片手に気軽に
話し合い、サイエンスの楽しさを知ってもらう場です。

文系らしく会話を楽しむサロン
文系の幅広い分野の中から、身近なテーマ・知識欲をかき立てる
テーマを取り上げ、お茶を飲みながら会話に興じる場です。

東北大学 総務企画部社会連携課社会連携推進係

※消防法により入場者数を
制限することがあります
のでご了承ください。

文系らしく会話を楽しむサロン
文系の幅広い分野の中から、身近なテーマ・知識欲をかき立てる
テーマを取り上げ、お茶を飲みながら会話に興じる場です。

東北大学のキャンパスマップ・イベント情報はコチラ！

会場

A せんだいメディアテーク1階 オープンスクエア

地下鉄

バ　ス

〒980-0821 仙台市青葉区春日町2-1　tel. 022-713-3171
●仙台駅より南北線「泉中央」行きに乗車、「N08 勾当台公園駅」下車、「公園2」出口から徒歩約6分。（約450m）
●東西線「T05 大町西公園駅」下車、「東1」出口または「西1」出口から徒歩約13分。
東西線「T06 青葉通一番町駅」下車、「北1」出口から徒歩約15分。

仙台市営バス 仙台駅前60番（仙台TRビル前、地下鉄仙台駅「中央2」出口前）のりばから「定禅寺通市
役所前経由交通局大学病院」行き（系統番号が Jまたは Xで始まるバス）で約10分「メディアテーク前」下車。

会場

B 東北大学片平キャンパス 片平北門会館2階　エスパス

地下鉄

〒980-8577 仙台市青葉区片平二丁目1-1　tel. 022-217-6090
●仙台駅より地下鉄南北線「富沢」行きに乗車、「N11 五橋駅」下車、「北2」出口より徒歩約10分。
●仙台駅より地下鉄東西線「八木山動物公園」行きに乗車、「T06 青葉通一番町駅」下車、「南1」出口から
徒歩約10分。

バ　ス 仙台市営バス 仙台駅前11番のりばから「（東北大学病院前ー八木山動物公園駅）・八木山動物公園駅行」か
「（東北大学病院前ー緑ヶ丘三丁目）・緑ヶ丘三丁目行」か「（東北大学病院前ー西高校入口）・西高校入口行」
で約5分。東北大学正門前下車徒歩約3分。

にて講演動画公開中！
宮城県内のケーブルテレビ
YouTube東北大学チャンネル

仙 

台 
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地下鉄勾当台公園駅

広瀬通

青葉通

南町通

地下鉄仙台駅

地下鉄五橋駅

地下鉄大町西公園駅

宮城県庁仙台市役所
東京エレクトロン
ホール宮城

定禅寺通

地下鉄青葉通一番町駅

メディアテーク前

市民会館

西公園

広瀬川

東北大学片平キャンパス
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東北大学2019年度前期プログラム 各回とも 18：00　19：45▶ 誰でも自由に無料でご参加いた
だけます。
飲み物を片手に気軽に参加でき
るスタイルです。
中高生、大学生、社会人の皆様
のご参加をお待ちしております。

第58回 第59回 第60回

サイエンスがもっと楽しくなるティータイム
科学者が、科学に関心のある方々と飲み物を片手に気軽に
話し合い、サイエンスの楽しさを知ってもらう場です。

第166回 第167回 第168回

第163回 第164回 第165回

多種共存の森
～その仕組みと恵み～

清和 研二 教授
［農学研究科］

4/19金4/19金

森は多様な樹種が共存する豊かな生態系です。どの
ようにして多くの種が混じり合い共存することができ
るのでしょうか。その精妙なメカニズムを解説します。
さらに多様性の回復は地球環境をどう改善するのか、
についても最新の成果から解説します。

会場

A

生命の部品、タンパク質 
～その形と働きをコンピュータで理解する～

西 羽美 准教授
［情報科学研究科］

5/155/15

私たちの体の中には数万種類ものタンパク質分子が存
在し、それぞれが独特の形を保ちつつユニークな働き
を担うことで「生きている」状態を維持しています。 今
回はそんなタンパク質たちの生体内での振る舞いを、
コンピュータを使って探る研究についてご紹介します。

会場

A

栗林 貴弘 准教授
［理学研究科］

6/28金6/28金

地球外物質を入手できるほどの技術力がある現在で
すが、地球マントル物質を直接入手することはできて
いません。そんな地球深部の研究について簡単に紹
介したいと思います。また、一般の方にも身近な鉱物
について知ってもらう機会になればと思います。 

会場

A

地球の中はどんな世界？ 
＆ 鉱物のフシギ

※開催場所に
ご注意ください。

7/12金7/12金

“毒”は体にとって必要無いと思っている人がほとんど
では無いでしょうか？実は、とても毒性が高いのに、
体にとって必要な“モノ”があります。毒なのに必要
なモノの体の中での働きを理解し、病気の治療にどの
ように用いるか？いっしょに考えてみましょう。

会場

A 8/30金8/30金

超臨界流体は、水や二酸化炭素の機能を最大限に発揮
させることができる状態であることから、新たな食品加
工や廃棄物処理技術として注目されています。なぜ超
臨界流体は特殊なのか、そしてどのようなことができる
のかについて、実例を交えて紹介したいと思います。

会場

A 9/189/18

最近、がんの治療として免疫を利用する方法が数多く開発されています。がん
細胞をターゲットとした抗体薬、がん細胞に対する免疫力を活性化させる免疫
チェックポイント阻害剤などがその代表です。血液がんに対してはがん細胞を
認識する遺伝子を導入したTリンパ球を用いる新しい細胞治療が開発されまし
た。がんの免疫細胞療法について血液がんを中心にお話ししたいと思います。

会場

A

斎藤 芳郎 教授
［薬学研究科］

渡邉 賢 教授
［工学研究科］

張替 秀郎 教授
［医学系研究科］

毒なのに体に必要なモノって何？
～体のことを知って薬を作る～

超臨界で天然物がお宝に？
～新しい食品加工と廃棄物処理技術～

がんを免疫で治す

5/31金5/31金

江戸時代、従来の書き下しでは解読できない「謎の漢
文」が伝来しました。この謎の漢文に日本人はどのよ
うに挑んだのでしょうか。本発表は「三言（さんげん）」
の事例をピックアップし、近代日本における学問受容
の「しなやかさ」と「貪欲さ」を紹介したいと思います。

謎の漢文を解読せよ
―なぜ『西遊記』は漢文の教科書に
載らないのか？―

勝山 稔 教授
［国際文化研究科］

会場

B
会場

A
会場

A8/9金8/9金

「性善説」「性悪説」という言葉をしばしば耳にします。
人に不変の本性があるとして、それはどんなものなの
でしょうか。なぜそれが善か悪かわかるのでしょうか。
中国の古典『孟子』に見える議論を追ってみましょう。

人間の本性は善か悪か

齋藤 智寛 准教授
［文学研究科］

9/20金9/20金

生物多様性―これくらい人の危機感をあおる一方で、意
味不明な言葉も珍しいでしょう。そのため今や全国各地で
生物多様性を守るための事業が生物多様性を損なうという
悲しい事態も進んでいます。今回はこれを可能な限り平易
に説明します。そしてそれを守ることの意味を考えます。

取扱い注意な生物多様性

千葉 聡 教授
［東北アジア研究センター］

水水 ※開催曜日に
ご注意ください。

88水水 ※開催曜日に
ご注意ください。

今年4月10日、人類が初めて目にしたブラックホールの画像が、
世界６カ所同時に公開され大きな話題となった ̶

その観測に成功したイベント・ホライズン・テレスコープの
日本チーム代表 本間希樹 教授（国立天文台）、チームメンバーで
地元東北大学 當真賢二 准教授（FRIS）。
この２人の天文学者がブラックホール研究の真実と醍醐味を
わかりやすくお話しします。

����������（土）���	
	����
��  開場 13:00 
 （参加無料・事前申込制） 　 東北大学 知の館 3階講義室（片平キャンパス）

本間 希樹（国立天文台水沢VLBI 観測所 所長）

「見えないものをついに見た！ ―ブラックホール初撮影までの道のり」

※事前参加申込が必要です。（定員100名/先着順）
下記申込web サイト、または右記QRコードより
お申込みください。詳細は申し込みweb サイトを
ご覧ください。
https://www2.fris.tohoku.ac.jp/~blackhole/form.php

主催 ■ 東北大学 学際科学フロンティア研究所（FRIS）、東北大学 研究推進・支援機構知の創出センター（TFC）
お問合せ ■ 学際科学フロンティア研究所 事務室（橋本）somu@fris.tohoku.ac.jp

The First-ever Image of a Black Hole !

���	������������������������������

1971年、米国テキサス州生まれ。1999年、東京大学大学院理学系研究科博士課程修了。理学博士。
国立天文台助手、准教授を経て、現在は国立天文台水沢 VLBI 観測所所長。専門は、超高分解能電波観測
による銀河系天文学。特に、銀河系の構造研究と、巨大ブラックホールの研究。イベント・ホライズン・
テレスコーププロジェクトの日本側責任者である。 

當真 賢二（東北大学学際科学フロンティア研究所 准教授）

1979年、大阪府生まれ。2008年、京都大学大学院理学研究科博士課程修了。理学博士。
国立天文台研究員、米国ペンシルバニア州立大学研究員、日本学術振興会特別研究員
SPD（大阪大学在籍）、東北大学学際科学フロンティア研究所助教を経て、現在は
同研究所准教授。理論宇宙物理学を専門として、他に様々な学際研究に
取り組んでいる。

「ブラックホールとは何か？ なぜそれは存在するのか？」

これがブラックホールだ ！
第 22 回 学際科学フロンティア研究所 セミナー

～第一線の研究者が語る真実～
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東北大学史料館では、東北大学にまつわる様々な歴史資料を

「東北大学校友アーカイブズ」として収集・公開しています。

皆さんのお手許にある資料が、東北大学・東北大生の歴史を

未来に伝える「校友アーカイブズ」となるかもしれません。

元学生、卒業生、大学職員ＯＢ・ＯＧはじめ、皆様からの情報、

ご協力をお待ちしております。

お問い合わせ：東北大学史料館

ＴＥＬ：022-217-5040　ＭＡＩＬ：desk-tua@grp.tohoku.ac.jp

東北大学 校友アーカイブズ

これまでに公開されている「校友アーカイブズ」はこちら！これまでに公開さ

東北大学デジタルアーカイブズ　個人・関連団体文書目録
http://www2.archives.tohoku.ac.jp/tuda/person/tuda-person.html

東北大学史料館　所蔵文書検索システム
http://s-opac.net/Opac/search.html

主催／石川県西田幾多郎記念哲学館（かほく市）共催／東北大学史料館　協力／東北大学附属図書館

東北大学史料館
○入場料／無料　○申込不要　期間中無休

JR
仙
台
駅

片
平
丁
通
り

国
道
２
８
６
号

青葉通

五橋
駅前

五ッ橋

西
口

正
門

南
門

東北大
正門前
バス停

東北大学
史料館
東北大学
史料館

片平さくら
ホール
片平さくら
ホール

【交通アクセス】
●  JR 仙台駅西口から徒歩 15 分
● 仙台市営バス「仙台駅前」から 

「東北大正門前」下車（約 5分）

20197/1（月）―7/31（水）
10：00 ～ 17：00 
※土日祝日は16:30まで、講演会日は17:00まで

展
示
会

東北大学 片平さくらホール 2階・会議室
○定 員／ 100 名　○参加費／無料 
○申 込／要申込（先着順）※定員になり次第締切とさせていただきます。

2019 7/13（土）
13：00 ～ 15：30（開場 12：30） 
※講演会後は史料館でギャラリートークを行います。

 【講 師】 野家啓一（東北大学名誉教授） 

「東北大学と科学哲学の伝統」

加藤　諭（東北大学史料館准教授） 

「東北帝国大学草創期における法文学部」

講
演
会

2019
 7/13（土）10：00 ～ 11：30

【案内人】加藤　諭（東北大学史料館准教授）
○定 員／ 20 名　○参加費／無料 
○申 込／要申込（先着順）※定員になり次第締切とさせていただきます。

キャンパスツアー

石川県西田幾多郎記念哲学館
〒929-1126石川県かほく市内日角 井１ TEL 076-283-6600　FAX 076-283-6320 
URL：http://www.nishidatetsugakukan.org　E-mail：nishida-museum@city.kahoku.lg.jp 
■ facebook はじめました。イベント関連情報も随時更新中です。

お申し込み 
お問合せ先

写真：東北大学史料館（昭和12年）
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国
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少
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独
自
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大
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第
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多
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写真：幾多郎と三宅剛一（右）
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西
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郎
と

東
北
大
学

ゆ
か
り
の
人
々

西田幾多郎誕生の地、石川県かほく市へ
仙台 →（東北新幹線・1時間 8分）→ 大宮 →（北陸新幹線・2時間 4分）→ 金沢

所 在 地：〒 929―1126　石川県かほく市内日角井 1
TEL：076―283―6600　FAX：076―283―6320
URL：http://www.nishidatetsugakukan.org

設計：安藤忠雄

西田幾多郎誕生の地 
石川県かほく市

西田幾多郎ゆかりの地 
宮城県仙台市

「東北大学と科学哲学の伝統」

野
の

家
え

　啓
けい

一
いち

（東北大学名誉教授）

1949 年生まれ。宮城県出身。東北大学理学部卒業、
東京大学大学院理学系研究科博士課程中退。南山大学、
プリンストン大学を経て、1981 年から東北大学。文
学部・文学研究科教授、理事・副学長、総長特命教授
を経て 2019 年 3 月定年退職。現在、東北大学名誉教
授。専門は哲学・科学基礎論。著書に『科学哲学への
招待』、『歴史を哲学する』、『はざまの哲学』など、解
説・編集に『西田哲学選集第 2巻「科学哲学」論文集』、
『高橋里美 全体性の現象学（京都哲学撰書第 17 巻）』、
論文に「歴史の中の科学 西田幾多郎の科学哲学」など。

「東北帝国大学草創期における法文学部」

加
か

藤
とう

　諭
さとし

（東北大学史料館准教授）

1978 年生まれ。宮城県出身。東北大学文学部卒業、
東北大学文学研究科博士後期課程単位取得退学。東京
大学文書館特任助教を経て、2017 年から東北大学史
料館准教授。専門は日本近現代史、アーカイブズ学。
共著に『日本の百貨店史』、『東北からみえる近世・近
現代』、編著に『老い－人文学・ケアの現場・老年学』、
論文に「大学アーカイブズにみる戦前・戦時期の記録」、
「東北大学における大学アーカイブズの改組」など。

キャンパスツアー 
（要申込） 7/13（土）10：00 ～ 11：30

東北大学発祥の地である片平キャンパス内には、帝
大時代やそれ以前の旧制第二高等学校時代の校舎な
ど、貴重な建物が現存しています。展示会会場の史料
館をスタート地点にして、史料館の加藤諭先生に案内
していただきながら、キャンパス内の登録有形文化財
の建物を巡ります。

講演会
要申込

7/13（土） 
13：00 ～ 15：30（開場 12：30）

東北大学史料館・附属図書館所蔵の資料と、西田哲学館（石
川県）所蔵資料を一堂に会した特別展示会です。会場の史料
館は、1924 年 ( 大正 13 年 ) に東北帝国大学附属図書館本館
として建設された建物です。

展示会
申込不要 7/1（月）―7/31（水）10：00 ～ 17：00

西
田
幾
多
郎
生
誕
の
地
・
ゆ
か
り
の
地
交
流
事
業

西
田
幾
多
郎
と

東
北
大
学
ゆ
か
り
の
人
々「東北帝国大学理科大学第一回卒業生記念写真」（大正3年）東北大学史料館所蔵

※ 最前列中央洋装が総長・北条時敬、二列目左から四人目が田辺元。

「西田の講演を伝える学内通知」 
（昭和 10年）東北大学史料館所蔵

※ これまで明らかになっていな 
かった演題が書かれている。

「幾多郎の姪・高橋ふみの学生原簿」 
（大正 15年）東北大学史料館所蔵

「ドイツ留学中の三宅剛一 
から西田幾多郎宛の 
絵葉書」 

（昭和 5年）西田哲学館所蔵

<FAXでお申し込みの場合は、下記項目をご記入の上 076―283―6320 まで送信ください。>

参加希望 7/13（土）□キャンパスツアー 10：00～　□講演会 13：00～ ※ 参加ご希望の箇所に 
印をつけてください。

お
フ リ ガ ナ
名 前

ご 住 所
〒 ―

TE L（携帯可）
※個人情報は、当イベントに関する目的以外には使用しません。 
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東北大学多元物質科学研究所 総務係
〒980-8577 仙台市青葉区片平 2-1-1
FAX: 022-217-5211

申し込み先

2019年度みやぎ県民大学「大学開放講座」東北大学多元物質科学研究所

 定　員  先着50名

申込〆切 6/26（水）

7月 24日

「光を放つ半導体が拓く未来」

教授秩父重英

7月 17日

「リチウムイオン電池ってどんなもの？」

講義・閉講式

講義

教授本間  格

7月 10日
講義

「磁気と環境～磁気を通じ環境負荷を減らす」

教授北上　修

7月 3日

「燃料電池ってどんなもの？」開校式・講義

教授雨澤 浩史（水）

（水）

（水）

（水）

会場｜東北大学多元物質科学研究所
日時｜7月3日～24日 毎週水曜日 午後3時～5時

グリーンテクノロジーのための

材料とデバイス
大きな問題となっている地球環境問題解決のキーのひとつ、グリーンテクノロジーの
研究開発は、工学上、重要なミッションです。本講義では、電池や燃料電池、磁気、
光デバイスを題材として、グリーンテクノロジーのための先端材料と、それらを利用
したデバイスについて学びます。

※ 18歳以上の宮城県民の方が対象です。
※ はがきまたは FAX にてお申込みください。

はがき・FAXでお申込みください。

申込書（FAX用）
東北大学多元物質科学研究所 総務係

FAX：022-217-5211

（ふりがな）

お名前

性別 年齢　　

ご住所

連絡先

職業

才ー　　　ー

〒 (　　　ー )

会場案内 ※ 駐車場はありません。公共交通機関をご利用ください。

地下鉄東西線「青葉通一番町駅」下車、南１口より徒歩約 10分
地下鉄南北線「五橋駅」下車、北 2・北 4口より徒歩約 10分
仙台駅西口より、徒歩約 15分

東北大学多元物質科学研究所（仙台市青葉区片平2-1-1）

反応化学研究棟反応化学研究棟

素材工学研究棟素材工学研究棟
事務部棟事務部棟

科学計測研究棟科学計測研究棟

図書室図書室

正門正門

東門東門

南門南門

北門北門
N

広瀬通駅

あおば通駅青葉通一番町駅

仙
台
駅

五
橋
駅

仙
台
駅

地
下
鉄
南
北
線

JR

東
北
本
線

JR

東
北
新
幹
線

JR仙石線

愛
宕
上
杉
通

一
番
町
通

広瀬通

青葉通

南町通

五橋通

東
二
番
町
通

地下鉄東西線

アエル藤崎

高等裁判所

河北新報社

五橋中学校

東北学院大

東北大正門前

北2番口北2番口

駅前西口
パスプール
駅前西口
パスプール

多元物質科学研究所多元物質科学研究所
東北大学片平キャンパス

アクセスマップ

※ 個人情報はこの講座以外に使用することはありません。
お問い合わせ先：、TEL: 022-217-5204

広
瀬
川材料・物性総合研究棟材料・物性総合研究棟

片平さくらホール片平さくらホール

東北大学片平キャンパス

〆切：6月26日（水）必着

2019 7 11 8:50-10:20 

 C19 2
https://www.tohoku.ac.jp/japanese/profile/campus/01/kawauchi/areac.html

yuko.nishide.c8@tohoku.ac.jp

DC
NGO International Rescue Committee

2012 3
2014

2014 2017
CCDP

NGO
2017 2018

2018
CCDP

2019 7 11 10:30-12:00 

 C19 2
https://www.tohoku.ac.jp/japanese/profile/campus/01/kawauchi/areac.html

yuko.nishide.c8@tohoku.ac.jp

DC
NGO International Rescue Committee

2012 3
2014

2014 2017
CCDP

NGO
2017 2018

2018
CCDP
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第 11 回 東北大学病院
肝臓病教室のお知らせ

このたび、肝臓の病気をお持ちの患者さんとその
ご家族などを対象に肝臓病教室を開催いたします。
ご興味のある方はどなたでもご気軽にご参加下さい。

日時：2019 年 7 月 16 日（火）

15時 00分～16時 00分

場所：東北大学病院外来 1階 キャンサーボード室

テーマ「放置すると危ない！
密かに進行する脂肪肝」

講師：東北大学病院 消化器内科

嘉数 英二 先生

ご参加いただいた方からのご質問にお答えするコーナーや、
お話し合いの機会も設けたいと思います。

問い合わせ先：022-717-7031（肝疾患相談室）

-  TOHOKU UNIVERSIT Y -
�������	�
��	��	��

 http://web.tohoku.ac.jp/garden/

申込締切日：6月10日（月）

22日は鉛筆画/23日は鉛筆画の墨入れ

初夏の植 物 画 講 座

第 1 回

申込締切日：9月6日（金）

21日は鉛筆画/22日は鉛筆画の墨入れ

秋の植物画講座

第 2 回

世界に植物を求めて：
異国の植物たちとの遭遇

Course Theme

東北大学植物園
本館講義室

Venue

自 然 史 講 座

TEL MAILFAX

東北大学植物園
Tohoku University
Botanical Gerdens
Lecture Open to the Public

（先着順）

各
回

定 員

名

科学的に観察しながら描く植物
Course Theme

鉛筆・消しゴム・定規・極細万年筆（持ち物）/Things to Bring

東北大学植物園 本館講義室
Venue

申込締切日:
6月24日月曜日

CLOSING DAY

※出席可能な回のみお申込みください

※可能な限り2日続けて参加できる方植 物 画 講 座

（先着順）

各
回

定 員

名

両講座の受講料は無料ですが、入園料￥230がかかります。※1年間有効の年間パスポート（1,000円）もございます。

米倉 浩司（東北大学植物園）講 師/画

サクラソウスエコサザ

芸術としての植物画ではなく、植物を科学的に観察しながら描くということを通して植物の見方を学びます。

受講生募集

［ お申込み・お問合せ ］ 〒980-0862 仙台市青葉区川内12-2東北大学植物園 公開講座係

アンデス4300ｍ高地でプヤライモンディを解剖観察
～100年生きて？一度だけ咲いて死ぬ植物の謎～

第 5 回

岐阜大学 川窪 伸光

パラオに行って日本に思いをはせる
～パラオ諸島での植物調査～

第 4 回

山形大学 横山　潤

日露中韓の協力で推進する北海道-
東北アジアの植物多様性の保全

第 1 回

北海道大学 中村　剛

東南アジアの多様性評価を
通して出会った植物たち

ネパールの多様な植物と
それらの日本の植物との関係

第 2 回

国立環境研究所 遠山 弘法

第 3 回

東北大学 米倉 浩司

今回より「自然史講座」は、満席により受講不可の場合のみ、ご連絡させていただきます。
こちらから連絡がない場合は、当日時間までに会場へお越しください

国際センター駅

川内
駅

博物館・
国際センター駅前
博物館・
国際センター駅前

片平キャンパス片平キャンパス

仙台駅仙台駅

植物園本館
東北大学

展示ホール

仙台駅
16番
仙台駅
16番

仙台国際
センター
仙台国際
センター

西公園西公園

仙台市
博物館
仙台市
博物館

川内萩ホール川内萩ホール

広瀬通

青葉通り

東
二
番
丁
通

晩
翠
通
り

西
公
園
通
り

南町通

ロータリーロータリー

川内キャンパス川内キャンパス

お名前 ご住所

電話番号

自然史講座

第１回 初夏の植物画講座

メールアドレス

FAX番号

〒 -フリガナ

＠

鉛筆画 鉛筆・消しゴム・
定規・極細万年筆鉛筆画の墨入れ

6月22日（土）
6月23日（日）

第2回 秋の植物画講座

申込締切：6月10日（月）当日消印有効

申込締切：6月24日（月）当日消印有効

申込締切：9月6日（金）当日消印有効

鉛筆画
鉛筆画の墨入れ

9月21日（土）
9月22日（日）

第１回 日露中韓の協力で推進する北海道-東北アジアの植物多様性の保全7月20日（土） 参 加

第2回 東南アジアの多様性評価を通して出会った植物たち8月17日（土） 参 加

第3回 ネパールの多様な植物とそれらの日本の植物との関係9月14日（土） 参 加

第4回 パラオに行って日本に思いをはせる ～パラオ諸島での植物調査～10月19日（土） 参 加

参 加

参 加
11月16日（土） 第5回 アンデス4300ｍ高地でプヤライモンディを解剖観察

～100年生きて？一度だけ咲いて死ぬ植物の謎～
参 加

（各回定員80名） 植物画講座 （各回定員20名※お申し込みは先着順となります）

東北大学植物園 講座  申込書（FAX用）

持ち物

鉛筆・消しゴム・
定規・極細万年筆

持ち物

仙台市地下鉄東西線 自家用車観光循環バス“るーぷる仙台”

西1出入口より東北大学植物園本館・展示
ホールまで徒歩約12分。

国際センター駅下車の場合

南2出入口より東北大学植物園本館・展示
ホールまで徒歩約12分。

川内駅下車の場合

「仙台駅前」16番乗り場から乗車し、「博物
館・国際センター前」で下車後、東北大学 
植物園本館・展示ホールまで徒歩約12分。
（交通状況により乗車時間が変動するため、
お時間にご注意ください）

仙台市中心部方面より青葉通を西に進行
して広瀬川を渡り、そのまま直進。突き当たり
のロータリー交差点を左折。
（無料駐車場28台分のスペースがござい
ます）

博物館・国際センター前下車の場合

FAX 番号

各回のお申込は先着順となります。今回より「自然史講座」は、満席により受講不可の場合のみ、ご連絡させていただきます。こちらから連絡がない場合は、
当日時間までに会場へお越しください。

往復葉書/メール/FAXに下記の必要事項をご記入の上、受講希望の講座名と希望する受講回を
明記して下記までお送りください。必ず出席可能な回のみお申し込み下さい。

❶ お名前・ご住所　❷ 電話番号　❸ FAX番号　❹ メールアドレス　❺ 受講希望の講座名と講座回

自然史講座…6月24日月曜日｜第1回 初夏の植物画講座…6月10日月曜日｜第2回 秋の植物画講座…9月6日金曜日

お申込み
方 法

お申込み締切日 ※当日消印有効

FAXにて参加申込される方は下記に必要事項をご記入のうえ、参加をご希望される講座名の脇にあります“参加”に○をつけてください。
複数ご参加いただく場合は、参加希望の講座名全てに○をつけて、用紙に記載されておりますFAX番号へお送りください。

入園料

無 料
受講料

円

※1年間有効の年間パスポート（1,000円）もございます。

/JR仙台駅から東北大学植物園まで

東北大学植物園 公開講座係 TEL MAIL

http://web.tohoku.ac.jp/garden/

 
 

16



��������	
�����������������������

�!"#$%!$&�!'(  �)�*+,-�.�/01234563789,:;,<=

>?:@A,BC!DBEFG'HIJKLMN?OP

QG>?BRJS*TU-U,>?VGWXYN?O>

?Z[PQG\O]^_Y`abcdGefIfgBh

EFiOjkZlMmnopqGrsZtIu

focdBMvwlxQyBRtIyhz{y|}I

KO~�YZtX[�hEFiOjkZlM�ZM�o

�X[�h��op�BC�JfgoBRlM��lx

Qo��G�R�JfgyBRtIu

PQ�8�o��h��VG�M[���xQo�

�h�8���tB��S*TU-U,3��7�* 

-89¡,�8B1XYMJ¢£�¤¥o�oG¢£¦gMXZ§O¨�©ªh«¬ZtZ§u


®�¯°±

²³&´µ� !"#¶%' &h¶%'!&·"(  ̧ !¹('

6ºµ»¼½/S*TU-U,3��7�* -89¡,�8

�¾µ¿¹À

ÁÂªÃÄµÅÆhÇÈÉS*-oÁÂªÊË8�Ì�ÍÁZÂªÅÎM

ÏÐ3ÁZÂªÑÒS*TU-U,3��7�* -89¡,�8�ÇÈÉS*-Ó

ÁÂªÔÕµ� !"#Ö%�!&

×�ØÙÚÛ

S*TU-U,3��7�* -89¡,�8
�ÜÝ�Þßà�ph2���¾�����	
�
��µ ��¶"$¶¹ ¹

������µ�������������������������������Ò�G�O�R��Y}�ÎMuÓ

受講料：【一般】１２,０００円　【学生】　４,０００円
お問い合わせ先：東北大学金属材料研究所夏期講習会事務局（総務課総務係）
TEL：022-215-2181　FAX：022-215-2184 E-mail：imr-som@imr.tohoku.ac.jp

1 木8/ [ 講義 ]
会場：東北大学金属材料研究所（金研）・材料科学高等研究所（AIMR） 

仙台市青葉区片平 2-1-1

2 金 [ 実習 ]

材料科学が創出する
次世代技術革新

検索金研　夏期講習会

研究者・技術者の方々を始めとする幅広い方々

実施詳細・申込方法は夏期講習会専用ＨＰをごらんください。

夏期講習会では、材料研究に関する最近の研究動向を、講義で分かりやすく紹介するだけでなく、
身近に体験できる実習も行います。また、企業の研究者・技術者と大学の学生・研究者の貴重な意
見交換・交流の場としても活用いただいています。

初代所長本多光太郎博士。東北帝国大学理科大学物理学科教授研究室にて（大正 2年頃）／東北大学史料館蔵
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キャンパス 施設名 開館時間 休館⽇ 問合せ・その他

⽚平 魯迅の階段教室
(旧仙台医学専⾨学校六号教室)

毎週⽕・⽊曜⽇の
13:00-16:00

⽉・⽔・⾦・⼟・
⽇・祝⽇、6/22、
夏季休業⽇、
年末年始

総務企画部広報室
022-217-6090
※１週間前までに要予約。
学術⽬的でのみ公開

⽚平 東北⼤学史料館
10:00-17:00
※12:00-13:00は
閲覧室休み

⼟・⽇・祝⽇、
夏季休業⽇、
年末年始

東北⼤学史料館
022-217-5040
無料

⽚平 本多記念室
・資料展⽰室 9:00-16:30

⼟・⽇・祝⽇、
夏季休業⽇、
年末年始

⾦属材料研究所
情報企画室広報班
022-215-2144
無料
※案内希望の場合10⽇前までに連絡

⽚平
エクステンション

教育研究棟
１F広報展⽰スペース

8:30-17:15
⼟・⽇・祝⽇、
夏季休業⽇、
年末年始

総務企画部広報室
022-217-4816
無料

川内 東北⼤学植物園 9:00-17:00
(春分の⽇-11/30)

⽉曜定休
（⽉曜祝⽇の場合
祝⽇明け）

東北⼤学植物園
022-795-6760
⼤⼈：230円
⼩中学⽣：110円
※萩友会プレミアム会員は⼊園無料
※団体料⾦、年間パスポート等あり。

川内 ⻄澤記念資料室 9:00-16:00 ⼟・⽇・祝⽇
教育・学⽣⽀援部 ⼊試課
022-795-4804
無料

川内 東北⼤学百周年記念会館
(川内萩ホール)展⽰ギャラリー9:30-17:00 ⽕、年末年始

川内萩ホール
022-795-3391
無料

⻘葉⼭ ⾃動⾞の過去・未来館 8:00-20:00 年中無休
機械系広報推進室
022-795-4043
無料

⻘葉⼭
東北⼤学理学部

⾃然史標本館
(総合学術博物館)

10:00-16:00
⽉曜定休
（⽉曜祝⽇の場合
祝⽇明け）

東北⼤学総合学術博物館
022-795-6767
（個⼈）⼤⼈：150円

⼩中学⽣：80円
※萩友会プレミアム会員は⼊館無料
※団体料⾦(20名以上)あり

⻘葉⼭ 東北⼤学⼤学院薬学研究科
・薬学部附属薬⽤植物園 9:00-17:00 ⼟・⽇・祝⽇

附属薬⽤植物園
022-795-6799
無料
※園内の案内や解説は事前連絡

⻘葉⼭
分散コンピュータ博物館
(サイバーサイエンス
センター展⽰室)

9:00-17:00 ⼟・⽇・祝⽇

サイバーサイエンスセンター
022-795-3406
無料
※説明、10名以上の⾒学時
は要事前連絡

⻘葉⼭
せんだい環境学習館
たまきさんサロン
(環境科学研究科1階)

平⽇
10:00-20:30
⼟⽇祝
10:00-17:00

⽉曜(⽉曜が休⽇
の場合その翌⽇)、
祝⽇の翌⽇、年末
年始

せんだい環境学習館
たまきさんサロン
022-214-1233
無料

その他 阿部次郎記念館 10:00-16:00
⽇、⽉、⽔、⾦
祝⽇、⽉末⽇、
12/28-1/4

阿部次郎記念館
⻘葉区⽶ヶ袋3丁⽬4-29 
022-267-3284
無料

東北⼤学⼀般公開施設⼀覧
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■ 片平キャンパス
（地下鉄）
五橋駅（仙台市地下鉄南北線）      北 2 口から徒歩約 10 分 
青葉通一番町駅（仙台市地下鉄東西線）  南 1 口から徒歩約 10 分 

（バス） 
仙台市営バス仙台駅前 11 番乗り場から「(東北大学病院前－八木山動物公園駅)八木山動物公園駅行」か「(東
北大学病院前－緑ヶ丘三丁目)緑ヶ丘三丁目行」か「(東北大学病院前－西高校入口)西高校入口行」で約 5 分 
東北大学正門前下車  

■ 川内キャンパス
（地下鉄） 川内駅（仙台市地下鉄東西線） キャンパス直結

国際センター駅（仙台市地下鉄東西線）   西 1 口より徒歩約 5 分 
■ 青葉山キャンパス
（地下鉄） 青葉山駅（仙台市地下鉄東西線） キャンパス直結
■ 星陵キャンパス
（地下鉄）
北四番丁駅（仙台市地下鉄南北線） 北 2 口より徒歩約 15 分 

（バス） 
仙台市営バス仙台駅前 9 番乗り場「北山・子平町循環」 
10 番、15-1,15-2 番乗り場 東北大学病院経由  東北大学病院前 下車 
13 番、14 番のりば 東北大学病院経由か北山トンネル・中山経由か山手町・中山経由 東北大学病院
前下車か歯学部・東北会病院前下車 
60 番乗り場 交通局東北大学病院前行 交通局東北大学病院前下車   いずれも所要時間 20 分 

各キャンパスまでは、下記の地図を参照の上ご来場ください。 

キャンパスマップ

「まなぶひと」のおもな配架場所 
【片平キャンパス】北門会館(エントランス・萩友会ラウンジ)、北門守衛室、エクステンション教育研究棟、本部棟
エントランス、史料館 【川内キャンパス】川内萩ホール、附属図書館本館、川内厚生会館、植物園本館 【青葉山
キャンパス】総合学術博物館、工学部購買部 【星陵キャンパス】東北大学病院 【その他】国際センター駅、せん
だいメディアテークフリーペーパーコーナー、学都仙台コンソーシアム(仙台市市民活動サポートセンター)、市民セ
ンター（一部）

【片平】 

【川内】 

【青葉山】 

【星陵】 
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